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重
点
取
組
み
内
容

１
．
元
気
な
農
業
へ
発
進

　

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
安
全
・
安
心
な

食
料
の
供
給
県
と
し
て
、
10
年
後
も
農
業
産
出

額
３
千
億
円
超
、
食
料
自
給
率
１
０
０
％
超
を
実

現
し
続
け
る
た
め
に
、
新
規
就
農
者
の
拡
大
・
支

援
、
確
実
な
事
業
承
継
、
大
規
模
農
家
・
農
業

法
人
・
集
落
営
農
組
織
等
に
対
す
る
地
域
実
態

に
応
じ
た
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
強
固
な
農
業
生

産
基
盤
の
構
築
や
農
業
生
産
の
拡
大
に
取
組
む
。

①
担
い
手
の
育
成
・
確
保
と
労
働
力
支
援
に
よ

る
強
固
な
農
業
生
産
基
盤
の
構
築

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
す
す
む
中

で
、
農
業
生
産
振
興
や
産
地
の
維
持
拡
大
の
た

め
に
、
新
規
就
農
者
の
育
成
を
含
む
農
業
労
働

力
確
保
や
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
の
支

援
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
等
関
係
機
関
と
連
携

し
た
新
規
就
農
者
支
援
や
円
滑
な
経
営
承
継
が

は
か
ら
れ
る
よ
う
「
事
業
承
継
」
に
か
か
る
支

援
に
取
組
み
、
Ｊ
Ａ
及
び
Ｊ
Ａ
出
資
型
農
業
法

人
に
よ
る
農
業
経
営
の
検
討
、
作
業
受
託
の
拡

大
、
集
落
営
農
の
組
織
化
等
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ａ
、
県
段
階
が
一
体
と
な
り
、
農
業

就
業
人
口
減
少
の
抑
制
並
び
に
強
固
な
農
業
生

産
基
盤
の
構
築
を
め
ざ
す
。

②
農
業
者
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
拡
大
へ
の

取
組
み

　

市
場
販
売
の
強
化
や
直
販
事
業
の
機
能
拡

充
、
直
売
所
の
強
化
や
Ｊ
Ａ
間
提
携
の
促
進
及

び
消
費
拡
大
宣
伝
の
強
化
に
よ
り
、
県
産
農
畜

産
物
の
販
売
力
の
強
化
に
取
組
む
。

　

ま
た
、
農
業
者
の
所
得
増
大
の
た
め
に
生
産

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
土
壌
診
断
に
基
づ
く
適

正
施
肥
や
、
低
コ
ス
ト
資
材
の
普
及
拡
大
等
に

取
組
む
ほ
か
、
新
た
な
振
興
品
目
の
選
定
及
び

栽
培
試
験
の
実
施
、
高
品
質
・
安
定
生
産
に
よ

る
有
利
販
売
に
向
け
た
農
業
生
産
に
取
組
む
。

③
農
業
者
の
経
営
課
題
に
対
応
し
た
総
合
的
な

支
援

　

担
い
手
対
応
活
動
の
強
化
や
営
農
指
導
員
の

育
成
強
化
を
は
か
り
、
総
合
的
な
事
情
提
案
を

積
極
的
に
行
う
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
担
い
手
等
へ
の

事
業
提
案
の
取
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
、
県

域
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
機
能
を
強
化

し
、「
農
業
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」

に
取
組
む
。

２
．
豊
か
な
暮
ら
し
へ
発
進

　
Ｊ
Ａ
の
支
店
や
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
を
組
合
員
の
拠
点
と
し
て
、
総
合
事
業
や
く

ら
し
の
活
動
を
展
開
し
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
と
と
も
に
、
行
政
や
地
域
の
諸
団
体
等

と
の
連
携
を
通
じ
、
地
域
の
活
性
化
の
貢
献
に

取
組
む
。

①
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
の
推
進
と
生
活
の
イ
ン

フ
ラ
機
能
の
発
揮

　

組
合
員
・
地
域
住
民
の
く
ら
し
の
中
で
様
々
な

ニ
ー
ズ
や
思
い
を
実
現
し
、
Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り

の
強
化
を
は
か
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
に

取
組
む
と
と
も
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
、
地
域

に
お
け
る
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
発
揮
す
る
。

②
地
域
の
諸
団
体
と
の
連
携
強
化

　

地
域
の
課
題
対
応
や
元
気
な
農
業
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
、
行
政
や
地
域
諸

団
体
等
と
の
連
携
に
取
組
む
。

③
信
用
・
共
済
事
業
で
の
貢
献

　

総
合
事
業
と
し
て
の
優
位
性
を
発
揮
し
、
組

合
員
は
じ
め
地
域
住
民
の
満
足
度
向
上
の
た

め
、
事
業
内
容
を
見
直
し
、
Ｊ
Ａ
事
業
の
積
極

的
な
展
開
に
取
組
む
。

３
．
組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化

「
元
気
な
農
業
へ
発
進
」「
豊
か
な
暮
ら
し
へ
発

進
」
を
支
え
る
た
め
、
組
織
基
盤
・
経
営
基
盤

等
の
強
化
に
取
組
む
。

①
組
織
基
盤
の
強
化

　

組
合
員
の
減
少
と
分
化
（
大
規
模
化
、
兼
業

化
、離
農
等
）
及
び
准
組
合
員
の
増
加
に
よ
り
、

組
合
員
構
成
は
大
き
く
変
化
し
、
加
え
て
世
代

交
代
に
よ
り
「
わ
が
Ｊ
Ａ
」
意
識
も
希
薄
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
同
組
合
理
念
等
の
啓
蒙

を
は
か
る
と
と
も
に
、
正
・
准
組
合
員
を
対
象

と
し
た
意
識
反
映
・
運
営
参
画
を
す
す
め
、
Ｊ

Ａ
の
組
織
基
盤
強
化
に
取
組
む
。

②
業
務
執
行
体
制
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
強
化

担
い
手
、
兼
業
農
家
等
多
様
化
す
る
組
合
員
・

女
性
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
事
業
運
営
に

反
映
す
る
た
め
の
業
務
執
行
体
制
の
確
立
・
強

化
に
取
組
む
。

③
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

　
Ｊ
Ａ
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
経

営
基
盤
を
確
立
・
強
化
す
る
た
め
、
地
域
農
業

の
実
態
や
経
営
環
境
を
ふ
ま
え
、
経
営
基
盤
の

強
化
に
向
け
た
施
策
を
検
討
し
、
そ
の
実
践
に

取
組
む
。

④
内
部
管
理
態
勢
の
高
度
化

　
Ｊ
Ａ
は
、
金
融
機
関
と
し
て
求
め
ら
れ
る
内

部
管
理
態
勢
の
高
度
化
に
取
組
む
と
と
も
に
、

不
祥
事
発
生
リ
ス
ク
の
把
握
に
よ
る
不
祥
事
発

生
の
未
然
防
止
に
取
組
む

⑤
協
同
組
合
運
動
を
支
え
る
人
材
育
成

　
「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
Ｊ
Ａ

理
念
を
理
解
し
専
門
的
事
業
知
識
を
有
す
る
職

員
の
育
成
に
取
組
む
。

⑥
Ｊ
Ａ
の
事
務
負
担
軽
減
の
実
践

　

信
用
事
業
で
は
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
最

適
な
金
融
・
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
Ｊ
Ａ

の
利
便
向
上
・
効
率
化
に
向
け
、
商
品
・
仕
組
み
、

人
材
育
成
・
全
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
渉
外
・
窓
口

機
能
及
び
非
対
面
チ
ャ
ネ
ル
等
に
お
い
て
、
信

用
事
業
・
共
済
事
業
が
連
携
し
た
取
組
み
を
検

討
し
、
実
現
可
能
な
施
策
か
ら
順
次
取
組
む
。

　

共
済
事
業
で
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
手
続
き
の
着
実
な
定
着
・
促
進
を
諮

る
と
と
も
に
、
新
技
術
の
活
用
等
を
通
じ
た
事

務
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ
り
、
更
な
る
Ｊ
Ａ
の

事
務
負
担
軽
減
に
取
組
む
。

　

農
業
従
事
者
の
大
幅
な
減
少
や
、
労
働
力
不
足
の

深
刻
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
生
産
基
盤
の

弱
体
化
な
ど
の
課
題
に
む
け
て
、
Ｊ
Ａ
青
森
中
央
会

の
阿
保
直
延
会
長
は
「
我
々
の
活
動
基
盤
で
あ
る
集

落
は
農
業
が
元
気
で
な
け
れ
ば
維
持
が
で
き
な
い
。

将
来
も
地
域
が
維
持
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
に
対

し
、
大
会
決
議
の
実
践
を
通
じ
て
向
き
合
い
解
決
に

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

今
後
発
効
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
「
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
）」
と
「
日
Ｅ
Ｕ

経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）」
に
関
し
て
、
農
畜
産

物
の
一
層
の
輸
入
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
政
府
高
官
の
「
日
米
物
品
貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ

Ｇ
）
交
渉
で
は
、
12
カ
国
で
合
意
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

以
上
の
内
容
で
妥
結
を
め
ざ
す
」
と
い
う
発
言
が
報

道
さ
れ
、
農
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
は
非
常

に
困
惑
し
、
今
後
の
交
渉
に
対
し
て
不
安
が
増
幅
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、大
会
特
別
決
議
で
は「
日

米
物
品
貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）」
交
渉
に
際
し
て
は
、

交
渉
内
容
の
情
報
開
示
を
通
じ
た
国
民
的
議
論
を
行

う
こ
と
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
国

会
答
弁
の
遵
守
を
強
く
求
め
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

10年後も元気な農業と地域をめざして
「食」「農」「協同組合」の理解醸成

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
青
森
と
Ｊ
Ａ
青
森
中
央
会
は
11
月
30
日
、
青
森
市
の
青
森
市
民
ホ
ー
ル
で

第
28
回
Ｊ
Ａ
青
森
県
大
会
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
や
役
職
員
ら
代
表
者
約
５
０
０
人

が
出
席
し
た
。

「
10
年
後
も
元
気
な
農
業
と
地
域
を
め
ざ
し
て
」を
目
標
に
捧
げ
、①
元
気
な
農
業
へ
発
進
、

②
豊
か
な
暮
ら
し
へ
発
進
、
③
組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化
の
三
つ
を
重
点
目
標
に
、
今
後
３

年
間
取
組
む
事
を
決
議
し
た
。

第
28
回
Ｊ
Ａ
青
森
県
大
会

年度 主な出来事（想定） JA大会決議・自己改革

26 全国「JAグループ自己改革について」

27
（2015）

８月　改正農協法成立
10月　第27回JA全国大会
12月　第27回JA青森県大会

28
４月　改正農協法施行

29

30
（2018）

（コメ生産調整見直し）
（第28回JA全国大会）
（第28回JA青森県大会）

31
（2019）

９月　会計監査の実施
９月　中央会組織変更期限

（2020）

（2021）（第29回JA全国大会）
（第29回JA青森県大会）

４月　改革の実施状況等調査の期限、
　　　検討・結論

政
府
／
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間

自
己
改
革
集
中
期
間

第
27
回
大
会
実
践
期
間

第
28
回
大
会
実
践
期
間

政
府
／
農
協
改
革
の
実
行
状
況
等
の
調
査
期
間

【集中実践期間】
●第27回JA青森大会の
重点取組み内容（＝自己
改革）の集中実践
●「農業者の所得増大」
等に組織一丸の取組み

●第27回JA青森大会の
重点取組み内容の実践
結果をふまえ、更なる
取組みを検討・展開

〈全中資料を修正〉 「食」「農」「協同組合」の理解醸成

10年後も元気な農業と地域をめざして

《農業と地域社会に根ざし
　　　　　　社会的役割を果たす》

人口減少社会における
「農業生産」「暮らし」「経営・組織」の課題

　　　　・担い手不足と高齢化　　 ・農業生産基盤の縮小・脆弱化
　　　　・高齢化社会・人手不足　　・JA組織基盤の弱体化
　　　　・JA事業取扱高・事業利益の減少　　・食料自給率の減少

豊かで暮らしやすい
地域社会

持続可能な
　農業の実現

ＪＡグループ青森自己改革
元気な農業へ発進
（農業産出額3,000億円へ起動）
・担い手の育成・確保と労働力支援
　による強固な農業生産基盤の構築
・農業者の所得増大と農業生産拡大
　への取組み
・農業者の経営課題に対応した総合
　的な支援

豊かな暮らしへ発進
（地域活性化への貢献）

・ＪＡくらしの活動の推進
・生活インフラ機能の発揮
・地域の諸団体との連携強化
・信用・共済事業での貢献

組織・経営基盤の強化
（農業と暮らしを支える）

・組織基盤・業務執行体制（ガバナンス）の強化
・持続可能なＪＡ経営基盤・内部管理体制の確率・強化
・協同組合運動を支える人材育成
・ＪＡグループ青森の組織整備

４
つ
の
重
点
目
標
に
取
組
む

課　
題

め
ざ
す
方
向

特集


